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 「最近になってエコについては勉強を

するようになったんですけど、もともと

わたし自身がエコっぽいんですよ。た

とえば、家にいるときも、夏は冷房も

あまりつけずに汗びっしょりかいて

いたりですとか、寒い場合でもまぁ、

最小限の暖房で抑えるとかね。ずっと

そういう暮らしをしていたもんで」

　まるで高座で噺をするかのように、

三遊亭小遊三師匠は語りだした。

 「食いもんにしてもそう。江戸の長屋

に住む庶民の暮らしもそんなもの

だったと思うけど、わたしら子どもの

頃でも、サンマ一匹食べても何も残ら

なかったですよ。親父がお腹のところ

を食べて、わたしが尻尾の方を食べ

て、あと頭と骨は猫が食いましたから

ね。おかずって言ったって、昔は一汁

一菜なんて当たり前。あとはお袋が芋

の煮物とか作ってくれたりして。だか

ら生ゴミすらでませんでしたよ。やっ

ぱり家庭でゴミになるっていうもの

は食べ物を包装するモノとか食べ物

を買い過ぎて余らせてしまうことで

しょ。食べたい食材を食べられる量だ

け買ってきてその日のうちに食っ

ちゃう。そうすれば何の問題もない。

まぁ、カミさんとは意見が合わないで

すけどね」

　極端な言い方をすれば、こうした生

活を実践すれば冷蔵庫さえ必要では

なくなる。すると省エネに大きく貢献

できるね、と師匠は笑う。

 「落語でもエコな話はたくさんありま

すよ。そうですね、『紙くず屋』なんて

いうのはいろんな紙を選り分けて、浅

草紙とか再生する。その仕事を若旦那

がやって笑いをとるという話なんで

す。『道具屋』っていう話もあって、そ

こでは火事場で拾ってきたタダのノ

コギリを売りに行くんだけれども“焼

きがナマだな”なんて言われて“んな

こたぁない、火事場で拾ったんだ

から”なんてやり取りがあって。いず

れも完璧なリサイクルですよ。昔は全
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江戸の暮らしを学べば、
家庭からでるゴミの量も
減らせると思うんです。

エコを意識してからクルマより

歩いたり電車に乗るようになった。
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江戸の庶民の質素な暮らしを参考にしながら、

身の周りにある無駄を見つめ直し、改めていく。

落語の世界にそのヒントが詰まっている。

● さんゆうてい・こゆうざ　落語家。山梨
県出身。昭和43年に三代目遊三に入門し、
昭和 58年に真打ち昇進。平成 13年には芸
術祭優秀賞を受賞する。趣味の卓球では世
界ベテラン卓球選手権大会に出場した実績
を誇る。
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▲「第二回 芸協らくごまつり」で
高座前に会場の様子を眺める師匠。

部がそうだったんじゃないですか？」

　そういう意味では現代の我々の生

活は贅沢になったものですよね、豊か

な時代になったものです、と三遊亭小

遊三師匠。でも師匠の話し振りを見て

いると、江戸の庶民の暮らしぶりはた

しかに不便だし質素ではあったかも

しれないが、家族や隣同士や、近所に

住む人々が協力し合って徹底的に無

駄をなくし、しかもそれを楽しみなが

らおこなっているという姿が浮かん

でくる。

　もちろん現代社会に生きる我々が、

今さら江戸のライフスタイルに戻る

ことはどう考えても無理だろう。でも

日常を振り返ってみて、無駄なことは

ないかをもう一度チェックしてみる

ことは、とても意義があることではな

いだろうか。

「わたしが心掛けているのはなんたっ

て暖房を控えること。それがイチバ

ン。それからこの頃クルマを運転する

回数が減りましたかね。やはりエコと

いう言葉が浸透してきて、意識するよ

うになったのだと思います。今日のお

出掛けはどうしようかな？ と悩むと

きは、迷わず電車を使うようにしてま

すね」

　噺家はあんまり動かないから、駅ま

で歩くのは健康にもいいことだよね、

と小遊三師匠。長年続けている卓球も

やはり同じ理由からですか？

「そうですよね。面白いし冬場はやは

り体が温まるからエコにも繋がる。そ

三遊亭小遊三さん●の［うちエコ!］スタイル

れからトランペットをね、最近始めた

んですよ。好きだったというか、みん

な誰でも一度は憧れますよね。それで

まぁ、買ってみたら楽屋で他にも楽器

の経験者がいるっていうんで。じゃあ

みんなでバンドでも組もうかって。で

もこれは別にエコじゃないね（笑）」

　気の置けない仲間と卓球やバンド

を介して団欒。これも楽しい「うちエ

コ！」スタイルと言えるのではないで

しょうか、小遊三師匠！

取材後、師匠の高座を拝見させていた

だきましたが、その熟練した語りと身

振りに、一瞬のうちに惹かれ、改めて

落語の面白さを堪能しました。

愛用のトランペット。バンドで十八番
の曲は『聖者の行進』だとか。「アドリブ
はできないけど」と師匠。

寒い日でも、運動をすることで体は
温まる。効果はそれだけではない。爽
快な気分にもなれるのだ。

近頃はマイ箸と同様に
扇子をバッグに忍ばせ
ている人が増えている。
扇いでみると吹く風は
柔らかく気持ちいい。

手拭いは風呂敷と並ぶ手軽なエコ
グッズ。手や顔を拭くだけでなく、
アイデア次第でさまざまに使える。
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